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コースの説明
 
神経救急疾患においては、seamless な診療が重要です。病院前診療から初期診療、外科的処置、集

中治療、リハビリテーションと多くのステップを踏んでいますが、いずれも欠かせないステップであ

ります。神経細胞は再生能力がないため、ひとたび損傷を受けると不可逆的損傷となり挽回ができま

せん。つまり、すべてのステップで取りこぼしのない治療が要求されます。そして、包括的な治療が

転帰に反映されます。このコースでは、これらのすべてのステップの肝を座学で学び、ハンズオンで

体感して頂きます。 

このコースでは、神経救急患者の最新で最良の治療戦略に焦点を当て、特に高度な外科治療と神経集

中治療に重点を置いています。また、Global Neuro のカリキュラムで定義された内容に基づいてい

ます。コンテンツは様々な方法を介して供給されており、講師陣は日本を代表する先生方を取り揃え

ており丁寧にわかりやすく、皆さんの疑問にお答えします。そして、この分野における世界的オピニ

オンリーダーをお招きして神経救急におけるトピックスを解説して頂きます。 



参加対象者
 
本コースは、普段から神経救急や神経集中治療に携わっている、あるいはこれから携わりたい脳神経

外科医/救急医/集中治療医を対象としています。専攻医の先生方はもちろんですが、専門医の先生方

にとっても充実したセミナーになると思います。また、 同分野に携わっている看護師や薬剤師の方々

にもわかりやすい解説を行い、チームの連携をさらに高める場としたいと思います。 

学習目標
 
このコースを完了すると、参加者は次のことができるようになります。 

 シームレスな神経救急治療の有効性について理論的根拠を理解できる 

 脳神経モニタリングなどの患者データをより適切に解釈できる 

 刻々と変化する脳環境への適切な対応ができる 

 重症の脳障害に対する最善の治療法を自信持って決定できる 

 

 

 

 

 



会⾧
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国際医療福祉大学医学部
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日本大学医学部

東京 日本

中川 敦寛
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仙台 日本



海外講師

国内講師

荒木 尚 埼玉県立小児医療センター 埼玉

藤田 浩二 公立那賀病院 和歌山

藤田 基 山口大学 山口

本多 ゆみえ 東海大学 神奈川

稲次 基希 東京科学大学 東京

加納 誠也 帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター東京

河北 賢哉 香川大学 香川

  

中尾 隼三 大阪医科薬科大学 大阪

下地 一彰 国際医療福祉大学 成田

宍戸 肇 香川大学 香川

大塩 恒太郎 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 横浜

八ツ繁 寛 国立病院機構災害医療センター 東京



日目、 年 月 日（土）

時間 議題 講師

登録

開催のご挨拶 末廣 栄一

座長

横堀 將司

本多 ゆみえ 

下地 一彰

宍戸 肇

座長  

末廣 栄一

ランチョブレイク

座長

末廣 栄一

ハンズオン  

センサー

の挿入

ハンズオン

自動瞳孔

計測の使用と

トレーニング  

ハンズオン

神経内視鏡手術

ハンズオン

ケースディス

カッション



コーヒーブレイクとグループ写真

座長

前田 剛

加納 誠也

藤田 基

八ツ繁 寛

閉会の挨拶 末廣 栄一

 



日目、 年 月 日（日）

時間 議題 講師

座長

中川 敦寛

中尾 隼三

河北 賢哉

コーヒーブレイク

座長

刈部 博

荒木 尚

藤田 浩二

大塩 恒太郎

稲次 基希

閉会の挨拶 末廣 栄一

 



イベント会場

日本医科大学基礎医学大学院棟

〒 東京都文京区根津



一般情報

受講費

 

受講費には、教材、コーヒーブレイク、

昼食、および受講証明証が含まれます。

以下のリンクからセミナーへのご登録を

お願いします。

登録

に登録するに

は、以下の登録リンクをクリックしてく

ださい：

コース証明書

コース証明書は、参加者がイベント全体

（ ％）に参加した場合にのみ提供さ

れ、イベントの終了時に入手できます。

評価ガイドライン

すべてのグローバル・ニューロ・イベン

トは、同じ評価プロセスを適用します。

オンライン（事前および事後の評価）お

よび または紙と鉛筆によるアンケート

での評価です。これにより、グローバ

ル・ニューロは皆様のトレーニングニー

ズを引き続き満たすことができます。



服装規定

カジュアル

言語

日本語と英語

保険

イベントの主催団体は、事故、盗難、そ

の他のリスクに対する個人の保険を掛け

ません。

セキュリティ

建物の入り口でセキュリティチェックが

実施される場合があります。講義、実

習、およびグループディスカッション中

は名札の着用が義務付けられています。

携帯電話の使用

教育活動中、講義室および他の部屋での

携帯電話の使用は許可されていません。

他の参加者への配慮のため、携帯電話の

電源を切ってください。

知的財産権



イベントの資料、プレゼンテーション、

およびケーススタディは、イベントのフ

ァカルティの知的財産です。すべての権

利は保護されています。ハザードや法的

制約については、

を確認して

ください。

講義、実習、ケースディスカッション、

またはコース資料の録音、写真撮影、ま

たは複製は厳禁です。知的財産権を侵害

する参加者は退場させられます。

グローバル・ニューロ財団は、イベント

中に映像、写真、音声の録音を行う権利

を有します。参加者は、この文脈でこれ

らの録音素材に登場する可能性があるこ

とを理解する必要があります。グローバ

ル・ニューロ財団は、これらの録音素材

がグローバル・ニューロのマーケティン

グおよびその他の目的で使用され、㇐般

に提供されることに同意したものとみな

します。

 



 

 

 

 

 

 

 

 


